
◇読み終わったら、読んでいない人に上げて下さい。コピーもご自由に― 
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絵本の形式でそのまま小栗上野介にまつわ

る歴史が理解できる。また点線に沿って切

り取れば、読み札・絵札と箱が完成する。  

 東善寺で販売    

 

  小栗まつり小栗まつり  
                   ５月２６日（日） 

                 

 

◆小栗上野介顕彰会では2021 
令和３年以来、読み札の文案 

を一般募集―検討・部分修正して確定―絵

札の制作を小栗上野介の漫画『天涯の武

士』で知られる漫画家木村直巳先生に依頼

―このほど原画が完成し、現在かるたに仕

上げる最終段階で制作中です。 

 

販売 小栗上野介顕彰会事務局及び東善寺     

   ・郵送の場合送料がかかります。 

 札の背景説明など解説と競技説明つき 
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 絵札４４枚からー 

が コレ 

 山カゴの中は身重の道子夫人、おぶわれ

た邦子母堂に付き添う養女鉞子よきこらを護っ

て、山道を行く村人たち…。絶妙な構成の

絵で涙が出そうな一枚です。 
▲ 木村直巳 画 

◆ ◆ 運行します  東善寺 

 往復１便だけ当日限定運行／先着９人まで・予約制・片道３０００円

（運転手に支払って下さい）  ◆２６日（日）のみ     

往・高崎駅西口９：００ → ９：５０倉渕小学校 下車 
復・東善寺前（権田郵便局前で）乗車１５：００ →１５：５０高崎駅 
 ※下車・乗車地が異なります。ご注意を。 ※途中乗車は出来ません。 

：榛名観光タクシー０２７－３４３－００２０（担当・久保田） 

 

◆  ボランティア募集 

／前日（土）13：30分集合 テント張り、テーブルイスのセッティング、

看板つけ、参道の清掃など ／当日（日） 後片付け 

・遠方の方は寺に宿泊可・温泉付き／雨具、作業服、着替えなど持参／事

前予約制 ５月１５日までに→東善寺へ 

◆  昼市出店募集 

手作り品などの出店歓迎／テント・テーブルは貸します／出店料無料／事

前予約制→5月15日までに東善寺へ 

～ 倉渕小学校体育館で 入場無料 

 挨拶・祝辞 

 早稲田大学名誉教授 浅川基男 

「小栗上野介忠順の思いと横須賀製鉄

所（造船所）」  工学博士 ・米

国リーハイ大学・独アーヘン工科大

学訪問研究員・日本塑性加工学会、

日本機械学会 フェロー  著書：

『日本はモノづくりで勝てないの

か』幻冬舎 で小栗上野介の業績紹

介／『 基礎機械材料』培風館，／

『 塑性加工入門』コロナ社／『江戸

時代のハイテク・イノベーター列伝』言視舎など  

午後１時００分～ 東善寺境内・本堂で  

 墓参  読経・献香 どなたもどうぞ 

清水義也 観世流能楽師 

    現在、新作能「小栗上野介」制作を構想中 

 群馬マンドリン楽団「トミーポルカ」「維新

無情」など 

 午前午前午前111111時～時～時～   境内で境内で境内で      

 ・軽い昼食もとれます。   

  卒塔婆での小栗様供養を受け付けます。1本3000円 
  受付中   ◆５月15日までに郵便振替   



―――東善寺

 倉渕町の小栗上野介顕彰会ではさまざまな顕彰活動をしていますが、地域の人口減で顕彰会員が減っています。東善寺

の「たつなみ会」会員には顕彰会機関誌『たつなみ』を発行のつど顕彰会から購入して会員にお送りし、誌代が顕彰会の

活動に役立っています。また東善寺発行のプリント版「小栗上野介情報」や「東善寺だより」などで、小栗上野介・幕末

関連の最新情報をお送りします。  □たつなみ会 ：

を建設したい

記念館のシンボル画像▲ 
      木村直巳画 

◆  １口 1万円 （１万円未満も歓迎します） 

御礼  無料入場券と粗品  ＊完成後に発送します  

受付 ①東善寺窓口 でお受けするほか 

口座 ②郵便振替口座 00120-1-406206 東善寺 

    振替用紙は郵便局窓口にあります。住所・氏名・電話 

    と小栗上野介記念館寄付、と記入して下さい  

   ③群馬銀行 室田支店 普通 ０３９８３８１ 東善寺   
    ＊ご送金のあと、 電話・ハガキ・メールでご住所氏名 

     電話をお知らせ下さい  

   ④  …検討中。決定次第、ＨＰ 

     東善寺＞小栗上野介記念館 に発表します  

◆   

（2023令和5年10月20日～11月15日）

 １１月５日（日）  

           矢島町「日新館ホール」 
 遣米使節一行の従者三浦東蔵の出身地矢島町で「遣米使節

展」と小栗上野介講演会が行われました。町の大事な歴史を確

認したいという地元高建寺住職佐藤成孝師の骨折りで東善寺か

ら資料パネルを運んで展示。随行した三浦東蔵は帰国後航海日

誌を残し、3,5巻が現存する。戊辰戦争で「仙台へ行く」と出

たまま音信不通となった三浦の数学に優れた才能を含め、人物

像を佐藤師が語り、村上泰賢が小栗公の人物業績を語った。 

◆   

                 
 道子夫人のゆかりの地（父建部政醇が林田藩主）姫

路市林田町では、東善寺「たつなみ会会員」の三木清一氏ほか

多くの賛同者が「小栗記念館建設林田会」を立ち上げ、町内関

係者はもとより町外県外居住者からも募金を募って、たくさん

の応募金をお届けいただきました。 

住職はお礼の気持で講演会をセットしていただき、

建部家18代建部恵司氏が建部家のルーツと藩主の活躍を講演の

後、 小栗上野介の日本近代化に果たした業績や、会津に逃れ

る道子夫人

を権田の村

人による護

衛隊が護り

通した歴史

を語った。

平日の午前

中にもかか

わ ら ず 約

150 名 が 会

場林田農協

ホールいっぱいに詰めかけ、幕末の隠された歴史を熱心に聴い

てくれました。 

▲遣米使節展 八島町の三浦東蔵も従者で随行した歴史がある 

▼東蔵が残した渡米日記が残されていた。  ▼三浦東蔵の墓 

◆

 小栗上野介の生涯・人とこころざし・業績を映画化して明治以

来の歴史観を見直したい、と映画『

（仮）』の制作をめざす準備委員

会のHPができました。   

◇映画小栗上野介製作準備委員

会HP:https://oguri-project.com 

・なぜいま映画化するのか／小栗

上野介とは／協賛募集／お知ら

せ／お問い合わせ 

 

 まだ「準備委員会」の小舟が港を乗り出したば

かり、これから多くの方の協賛と支援を得て「製

作委員会」という大船に乗り換え、目的の港に無

事に着くことをめざしています。 

 東善寺は「小栗記念館」建設でいま手一杯です

が、皆さんの応援をお願いします。 

 林田藩は次の三人の人物が大きく関わっています。 

１ 小栗道子夫人 第八代藩主建部政醇の長女・美人の誉れ高

く、権田村から会津への逃避行を権田の村人が護り通した。 

２ 塚本真彦 小栗家用人・元林田藩士で道子夫人の小栗家入り

に従って小栗家家臣となる。優秀であり、遣米使節小栗忠順の従者

として地球一周。幕府解散で小栗一家に従って家族ぐるみで権田村

に随従。高崎城内で小栗又一とともに斬首され家族も悲運に遭う。 

３ 蜷川新あらた 道子の妹初子の息子。旗本蜷川家に生まれ、明治

以後苦学して国際法学者となり同志社大学・

駒沢大学で教える。水沼河原の顕彰慰霊碑の

揮毫者。碑を建立の際、田中義一首相の国際

法顧問をしていたことから警察署長からのク

レームを抑え、建立できた。著書『維新前後

の政争と小栗上野の死』『維新正観』『憲法

読本』など          蜷川新 ▼
 


